
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

正規職員     （人）

健康づくり推進事業福永保 細々目

H18 H19

4 4
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０２

細目
保健衛生総務費

会計
款

単位

０１
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目

H19（目標）H17

名            称コード

０１

０１
０４

一般会計
衛生費
保健衛生費

コード 名               称

1 10万市民の健康を維持する

Ａ

総合評価

嘱託栄養士投入人員：０．０１人(17、18、19年度とも）

各教室とも参加者が多数あり、ボランティア活動組織と行政の協働事業として有効に機能しています。

目標

H18（目標）指標設定の考え方

調理教室の開催回数 回
4

目標

食生活改善推進協議会が、年間に開催が可能な教室回数を指標
としました。

4

4

4

24

調理教室開催回数 回

H17
単位

56

活動指標

56

3

3

4

評
価

有効性

達成度

効率性

4必要性

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

10

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

事業の目的の成果を測る指標

62

0

34

62

【調理実習の開催】　いずれの実習も、食生活改善推進協議会（ふきのとうクラブ）のメンバーにより実施されました。いずれの教室も参加者に
は、食材費として200円の負担をいただいています。
・親子料理教室（1回）　小学生を中心とする親子を対象として、調理することの楽しさとバランスのとれた食事について学んでいただきました。
・高齢者料理教室（1回）　独居高齢者を対象として、バランスのとれた食事について学んでいただきました。
・知的障害者との調理実習（1回）　きらめき工房に通所されているメンバーと、実際に調理をし、調理方法について学んでいただきました。
・伝達料理講習会（1回）　　　ふきのとうクラブのメンバーが研修された献立について、伝達講習をしていただきました。

終了年度開始年度 平成 年度

ソフト事業

（健康の保持増進・食生活の改善）に関心を持つ市民

事業名

基本施策

547

伊賀市　事務事業評価シート

健康に配慮した食生活が定着します。

成果（どうなるのか）

健康づくり推進事業

担当部課名 健康２１推進事業伊賀支所健康福祉課

0 0

0 0 0

根拠法令・要綱等平成

56 56

32 32

56

28 24

需用費

その他
62

56

食生活改善推進協議会（ふきのとうクラブ）は昭和45年に組織され、地域の食生活改善のために様々な活動をされてきました。いがまち保健福祉セ
ンターの開設に伴い、年4回の調理教室を当会に依頼をさせていただいています。

実績値 目標値

4

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財


